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鎌
倉
時
代
語
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
移
植
さ
れ
た
宋
音
（
以
下
、
江
戸
時
代
に
明
代
中
国
音
が
移
植
さ
れ
た
も
の
を
唐
音
と
呼
称

し
、
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
）
の
問
題
が
有
る
。
こ
の
宋
音
に
つ
い
て
は
、
勿
論
既
に
先
学
に
よ
っ
て
種
々
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、
重
要
な
研

究
が
蓄
積
さ
れ
て
来
て
は
い
る
が
、
な
お
細
部
に
わ
た
る
問
題
は
尽
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
、
こ
の
宋
音
の
問
題
を

日
本
漠
字
音
史
上
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
、
日
頃
そ
の
資
料
の
収
集
に
少
し
ず
つ
心
掛
け
て
来
た
。
こ
こ
に
複
製
資
料
と

し
て
紹
介
し
ょ
う
と
す
る
「
小
若
林
略
清
規
」
三
巻
一
冊
は
、
有
坂
秀
世
博
士
が
「
諷
経
の
唐
音
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代
の
音
韻
状
態
」
（
「
言

語
研
究
」
第
二
号
昭
和
十
四
年
四
月
、
後
に
「
国
語
音
韻
史
の
研
究
」
に
所
収
）
の
中
で
主
要
資
料
と
し
て
取
挙
げ
ら
れ
、
次
い
で
飯
田
利
行
博
士

が
「
日
本
に
残
存
せ
る
中
国
近
世
音
の
研
究
」
（
昭
和
三
十
年
）
の
中
で
も
主
要
資
料
の
一
つ
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
既
に
よ
く
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知
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
宋
音
研
究
の
基
本
資
料
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
全
体
的

フ
ギ
ン

な
分
析
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
殆
ど
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
と
言
え
る
。
本
書
を
含
め
て
所
謂
諷
経
資
料
に
基
い
た
宋
音
研
究
は
な
お

種
々
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
活
字
本
と
し
て
既
に
「
大
正
新
修
大
蔵
経
第
八
十
一
巻
続
諸
宗
部
十
二
」
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
宋
音
の
振
仮
名
も
一
応
翻
刻
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
割
り
書
き
の
部
分
の
振
仮
名
は
全
て
省
略
さ
れ
、
ま
た
本
文
漢

字
の
濁
点
や
合
符
も
省
略
さ
れ
て
お
り
、
振
仮
名
自
体
に
も
誤
り
が
か
な
り
見
出
さ
れ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
利
用
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
（
な

お
、
「
大
正
蔵
」
同
巻
に
は
も
う
一
つ
の
宋
音
資
料
と
し
て
有
効
な
「
諸
回
向
清
規
」
五
巻
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
既
に
奥
村

三
雄
博
士
が
「
日
本
漠
字
音
の
体
系
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
六
輯
）
　
の
中
に
、
明
暦
版
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
宋
音
の
分
韻
表
を
示
さ
れ
て
お
り
一

応
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
）
。
こ
の
「
小
叢
林
略
清
規
」
は
江
戸
の
版
本
で
あ
る
か
ら
相
当
数
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
現

今
の
古
書
韓
で
見
掛
け
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
宋
音
研
究
の
基
礎
資
料
の
一
と
し
て
影
印
紹
介
す
る
こ
と
も
無
意
味

で
は
な
い
と
考
え
、
貴
重
な
紙
面
を
頂
戴
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

二
、
鎌
倉
宋
音
資
料
と
し
て
の
清
規
類

所
謂
「
宋
音
」
と
し
て
の
諷
経
音
が
記
し
留
め
ら
れ
た
清
規
、
慨
法
・
施
餓
鬼
類
は
、
今
日
我
々
が
直
接
資
料
と
し
て
実
見
可
能
な
も
の

は
殆
ど
全
て
移
植
後
長
期
を
経
た
後
の
江
戸
時
代
の
版
本
乃
至
写
本
に
限
ら
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
少
く
と
も
従
来
先
学
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
た
資
料
は
殆
ど
そ
う
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
仏
典
読
調
音
全
て
に
通
じ
て
言
い
得
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
呉
音
・
漢
音
・

新
漢
音
に
お
い
て
も
、
移
植
後
相
当
期
間
は
口
調
口
伝
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
が
、
後
に
文
字
に
定
着
さ
れ
て
残
る
と
い
う
経
過
を
見

（
注
1
）

出
す
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
鎌
倉
宋
音
の
場
合
に
も
、
当
初
中
国
語
と
し
て
読
諦
さ
れ
、
漸
次
口
調
の
間
に
日
本
化
し
っ
つ
、
江
戸
時

代
に
到
っ
て
多
く
の
場
合
振
仮
名
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
勿
論
、
清
規
、
慨
法
等
の
本
体
そ
の
も
の
は
江
戸
時
代

以
前
か
ら
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
）
。
所
で
従
来
取
挙
げ
ら
れ
て
来
た
清
規
類
の
主
要
な
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
資
料
が
有
る
。



「
諸
回
向
清
規
」
五
巻
は
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
　
に
臨
済
宗
僧
楓
隈
が
撰
述
し
た
も
の
。
こ
の
原
本
に
宋
音
の
振
仮
名
が
加
え
ら
れ
て

い
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
流
布
し
た
の
は
そ
の
明
暦
三
年
（
〓
ハ
五
七
）
刊
本
で
あ
り
宋
音
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
有
坂
、
飯
田
、
奥

村
博
士
の
研
究
は
全
て
こ
の
版
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

「
霜
無
線
壁
紙
」
八
巻
四
冊
は
、
飯
田
博
士
が
主
要
資
料
の
一
と
し
て
取
挙
げ
ら
れ
た
も
の
。
臨
済
曹
洞
両
宗
用
の
廻
向
等
を
類
衆
し
た
も

の
で
、
飯
田
博
士
は
撰
述
時
を
室
町
時
代
一
四
四
〇
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
原
本
に
宋
音
の
振
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
不
明
。

流
布
し
た
の
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
本
で
、
こ
れ
に
宋
音
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
。

「
畢
水
平
道
元
禅
師
清
規
」
二
巻
は
、
旧
刊
は
凡
例
に
よ
れ
ば
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
永
平
寺
第
三
十
代
光
紹
禅
師
が
上
梓
せ
し
め
た
も

の
で
こ
れ
に
は
宋
音
付
刻
は
な
く
、
後
に
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
玄
透
が
重
刊
を
上
梓
し
こ
の
時
に
宋
音
が
付
刻
さ
れ
こ
れ
が
後
世
流
布

し
た
も
の
で
あ
る
。
曹
洞
宗
系
の
資
料
で
あ
る
が
宋
音
の
付
刻
例
は
極
少
で
あ
る
。
有
坂
・
飯
田
博
士
が
取
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
更

に
明
治
に
入
っ
て
古
田
梵
仙
に
よ
っ
て
増
注
が
加
え
ら
れ
「
豊
永
平
元
禅
師
清
規
」
も
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
本
は
現
今
書
津
に
も
ま
ま

出
て
い
る
。

「
豊
山
和
尚
清
規
」
　
二
巻
一
冊
は
、
や
は
り
曹
洞
宗
系
の
も
の
で
、
原
本
の
成
立
は
古
く
元
亨
四
年
（
一
三
二
五
）
　
に
ま
で
遡
る
よ
う
で
あ

る
。
巻
下
の
政
文
に
よ
れ
ば
、
其
後
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
に
梵
清
に
よ
っ
て
一
度
上
梓
さ
れ
た
。
更
に
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
　
に
大

乗
寺
月
舟
に
よ
り
上
梓
、
流
布
本
は
こ
の
後
の
延
宝
九
年
の
刊
記
を
有
す
る
刊
本
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
延
宝
九
年
刊
本
の
新
刷
は
現
今
古
書

韓
で
も
求
め
ら
れ
る
。
本
書
の
宋
音
が
原
本
成
立
時
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
宋
音
付
刻

部
分
も
極
少
で
あ
る
。
有
坂
・
飯
田
博
士
が
取
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
様
な
清
規
の
他
に
も
、
有
坂
博
士
は
「
洞
上
僧
堂
清
規
行
法
紗
五
巻
」
（
宝
暦
三
年
刊
本
、
宝
暦
五
年
再
刊
）
「
大
乗
維
那
口
伝
」
（
写
本
）

の
書
を
示
さ
れ
、
飯
田
博
士
は
「
廻
向
筆
紙
二
巻
」
（
大
永
八
年
以
後
成
、
写
本
カ
）
を
主
要
資
料
の
一
と
し
て
取
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
諷
経
書
を
記
載
し
た
資
料
と
し
て
清
規
に
準
じ
る
も
の
に
個
々
の
儀
式
書
の
刊
本
が
有
る
。
有
坂
博
士
は
「
観
音
俄
法
」
（
花
園
校
本
、
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大
乗
寺
読
点
本
、
秋
葉
寺
蔵
版
本
）
「
施
餓
鬼
」
（
花
園
校
本
）
「
施
食
法
」
（
永
平
寺
蔵
版
）
「
大
施
食
」
（
平
井
文
永
堂
蔵
版
）
「
断
施
餓
鬼
並
念
詞
」

（
江
戸
刊
本
）
「
轍
配
洞
上
唱
礼
法
」
（
寛
延
四
年
刊
）
な
ど
の
刊
本
及
び
陀
羅
尼
類
の
刊
本
を
多
数
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
に
つ
い
て
は
筆
者

は
殆
ど
未
見
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
有
坂
博
士
の
挙
げ
ら
れ
た
書
名
を
再
引
用
す
る
に
留
ま
る
。

右
の
如
く
、
宋
音
資
料
と
し
て
の
清
規
類
の
江
戸
時
代
の
版
本
は
移
し
い
量
に
の
ぼ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
活
用
は
今
後
の
課
題

と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
等
の
資
料
群
の
反
映
し
た
宋
音
自
体
の
性
格
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
（
一
一
〇
〇
～
一

三
〇
〇
年
代
）
に
移
植
さ
れ
た
時
点
か
ら
文
字
に
定
着
さ
れ
た
江
戸
時
代
前
半
期
ま
で
に
は
少
く
と
も
四
〇
〇
～
五
〇
〇
年
の
期
間
が
経
過

し
て
い
る
訳
で
、
こ
の
間
に
中
国
音
の
日
本
化
と
口
講
伝
承
に
係
る
変
化
を
蒙
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
有
坂
博
士
は
、
本
稿
で
言
う
宋
音
は
鎌
倉
時
代
に
移
植
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
時
代
に
既
に
定
着
し
て
、
後
世
に
伝
承
さ
れ
た

（
注
2
）

も
の
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
た
れ
た
が
、
最
近
、
湯
沢
質
草
氏
は
、
室
町
時
代
に
も
五
山
僧
の
渡
海
は
行
わ
れ
て
お
り
五
山
の
確
立

も
室
町
時
代
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
禅
宗
の
諷
経
音
の
確
立
も
室
町
時
代
に
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
か
な
り
有
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
分
成
り
立
つ
考
え
方
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
清
規
類
の
版
本
の
宋
音
は
鎌
倉
か
ら
室

町
に
か
け
て
移
植
さ
れ
た
中
国
音
が
重
層
的
に
重
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
考
え
て
み
る
必
要
が
有
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
如
き

宋
音
自
体
の
性
格
の
究
明
は
、
方
法
的
に
は
、
諷
経
資
料
の
相
互
の
比
較
検
討
、
諷
経
資
料
と
字
書
・
韻
書
資
料
（
「
衆
分
韻
略
」
な
ど
の
単
字

項
出
資
料
）
と
の
比
較
検
討
、
な
ど
が
今
後
必
要
と
な
ろ
う
が
、
別
に
、
こ
れ
等
諷
経
資
料
の
よ
り
古
い
写
本
群
が
見
出
さ
れ
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
「
登
山
和
尚
清
規
」
な
ど
は
既
に
鎌
倉
末
期
に
近
い
頃
に
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
に
宋
音
を

付
し
た
写
本
が
有
っ
た
可
能
性
が
皆
無
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
室
町
時
代
の
清
規
類
の
写
本
は
存
在
す
る
。
有
坂
博
士
は
「
観
音

慨
法
」
に
つ
い
て
、
そ
の
譜
本
は
相
当
古
く
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
か
つ
て
古
書
津
の
目
録
に
載
っ
た
室
町
時
代
の
写
本
に
言
及
さ

れ
て
い
る
。



二
三
四
こ

こ
の
「
観
音
慨
法
」
に
つ
い
て
は
、
飯
田
博
士
が
「
遊
方
伝
叢
書
四
」
（
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
所
収
）
の
「
愚
中
及
禅
師
年
譜
云
。
暦
応
四
年

秋
。
発
二
博
多
↓
冬
到
二
明
州
↓
船
中
水
去
数
日
。
師
与
二
同
志
一
修
二
円
通
慨
法
一
以
祈
二
雨
水
可
密
雲
忽
布
大
雨
済
注
。
…
…
」
他
計
二
項
の
記
事

を
引
用
し
て
、
南
北
朝
初
期
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
俄
法
の
写
本
は
こ
の
頃
以
後
の
も
の
が
発

見
さ
れ
る
可
能
性
が
有
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
偶
々
真
言
宗
総
本
山
東
寺
の
聖
教
調
査
に
お
い
て
、
室
町
時
代
の
写
本
を
見
る
こ
と
が
出

来
た
。
真
言
宗
の
寺
院
で
禅
宗
典
籍
を
見
出
す
の
は
比
較
的
希
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
書
が
所
蔵
さ
れ
る
に
到
っ
た
経
緯
等
は
全
く
不
明
で

あ
る
が
、
実
際
に
法
会
に
利
用
さ
れ
た
本
で
あ
る
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
流
布
本
の
一
つ
、
曹
洞
宗
系
の
大
乗
寺
読
点
本
と
比
較
し
て
み
る
と

若
干
の
差
違
が
認
め
ら
れ
、
振
仮
名
は
そ
れ
程
多
く
な
い
が
古
態
を
留
め
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
簡
単
に
紹
介
し
て
み
る
。

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
第
一
四
九
画
六
五
号
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
観
音
慨
法
（
外
題
）
」
一
帖
は
縦
一
五
・
五
輝
の
小
折
本
で
あ
り
、
奥

書
類
は
一
切
存
し
な
い
が
紙
質
や
仮
名
字
体
か
ら
判
断
し
て
室
町
時
代
初
～
中
期
の
書
写
加
点
本
で
あ
る
。
内
題
、
尾
題
は
「
円
通
妙
俄
」

と
有
る
。
内
題
の
次
行
か
ら
直
ち
に
「
一
切
恭
敬
／
一
心
頂
礼
本
師
釈
迦
牟
尼
世
尊
／
…
」
と
本
文
が
始
ま
っ
て
お
り
、
版
本
に
有
る
「
大

悲
円
満
無
擬
神
呪
」
は
無
く
、
又
版
本
の
内
題
「
円
通
大
士
慨
摩
」
　
の
次
の
「
南
無
大
慈
大
悲
広
大
霊
感
／
観
世
音
菩
薩
」
と
い
う
語
句
も

無
い
。
巻
尾
は
「
白
坂
依
彿
僧
当
願
衆
生
　
統
埋
大
衆
／
一
切
無
擬
　
和
南
聖
衆
」
で
終
り
直
ち
に
尾
題
が
来
て
い
る
。
全
巻
の
所
々
に
朱

書
に
て
句
切
点
の
他
に
「
導
師
」
「
打
」
「
三
反
」
「
香
華
」
「
同
音
打
」
等
の
書
き
込
み
と
墨
書
の
宋
音
の
振
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
今

そ
の
振
仮
名
を
右
に
抜
出
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
（
句
中
の
例
は
前
後
の
漢
字
を
掲
げ
る
）
。

フ
　
ツ
　
　
　
　
　
ホ
　
ウ
ケ
ツ
　
　
　
　
　
ル
　
ス
　
　
キ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
キ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
ハ
ウ
　
　
　
ス
　
　
　
　
へ
ン
　
　
　
　
　
セ
ン
ア
ウ

清
伏
毒
害
　
尼
破
悪
業
障
　
尼
六
字
章
句
陀
　
各
l
胡
脆
　
厳
持
香
　
如
法
　
三
宝
　
腰
此
　
花
偏
十
　
天
肴
繕
天

コ

ス

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

シ

　

　

　

シ

　

　

　

キ

ン

可
思
議
妙
法
、
野
墨
濁
点
）
塵
郎
一
郎
鵜
無
噺
か
荘
悉
有
皆
悉
遍
来
際
作
普
薫
法
皆
発
菩

ス
　
　
　
　
　
　
シ
ン
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
シ
　
キ
　
ク
　
　
　
　
カ
イ
ト
　
　
イ
ユ
ウ
キ
　
　
ニ
ウ
　
　
ヲ
ツ
　
ス
　
　
　
　
シ
ュ
ン
　
　
ク
ワ
　
　
　
　
　
イ
ン

伏
毒
害
　
名
称
　
常
説
吉
　
救
済
極
苦
者
得
解
脱
　
亦
遊
戯
地
獄
　
或
処
畜
生
中
　
化
作
　
生
形

セ
ン
　
　
チ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
シ
イ
　
　
モ
ン
シ
ウ
　
　
シ
ツ
　
　
　
　
　
ア
ン
　
　
　
　
シ
ウ
　
　
セ
　
シ
　
　
キ
カ
ツ
ヒ
　
セ
イ
シ
　
　
　
　
バ
ウ
モ
ン
　
　
　
　
キ

軟
無
調
伏
　
令
除
情
慢
習
　
疾
至
　
有
岸
　
手
出
香
色
乳
　
飢
渇
逼
切
者
　
得
飽
満
　
遊
戯
於

ス
　
　
　
　
　
　
　
ス
シ
　
　
　
ホ
ン
．
　
ア
ン
　
　
　
イ
キ
ウ
　
　
　
シ
ン
シ
　
イ
　
　
　
　
　
セ
ウ
シ
ウ
　
　
　
シ
ン
キ
ウ
ウ
ク
ハ
ア
　
　
　
　
　
ヘ
ウ

生
死
苦
　
安
楽
処
　
理
磐
　
大
岸
　
今
巳
貝
楊
枝
浄
水
惟
願
　
憐
摂
受
　
名
称
救
護
苦
厄
者
　
悲
覆

鎌
　
倉
　
宋
　
音
　
資
　
料

シ
ン

生
置
仏

イ

教
与
大

シ
ン

上
勝
方

ヤ

一
　
光
明

一
九
三

イ

宝
衣
　
不

ツ

シ

ュ

ン

仏
土
中

ス
　
ヲ

或
処
阿
修

カ
ウ

普
教
一

ツ
シ
イ
ヤ
シ

滅
除
療



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ミ
ン
ヤ
　
　
イ
ノ
ン
ツ
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ヤ
　
　
ヒ

暗
冥
　
為
免
毒
害
　
衆
病
　
必
来

こ
ヤ
ン
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
モ
　
　
チ
ヨ
　
　
ニ
タ
ン

念
仏
　
当
説
　
賦
摸
呼
闘
婆
賦
眈
婆

キ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
ア

今
稽
首
礼
　
救
厄
者

サ
　
リ
ホ
ン
　
　
　
　
ヒ
　
チ

安
茶
苦
楽
　
首
坤
帝
般

ス
　
　
　
　
　
　
フ
ア
　
　
　
　
ヒ
テ
ン

今
日
帰
　
悲
父
　
願
必
定
来

ス
　
　
ト
　
シ
　
ト
　
イ
リ
ヤ
ミ
リ
ヤ
チ

一
九
四

ア
イ
メ
ン
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
チ

免
　
我
　
世
楽
　
及
与
大
　
得

リ
ヤ
　
　
　
　
リ
キ
ヤ
チ
ヤ
ト
ン
キ
ヤ
セ
ン

リ
　
モ
テ
ン
キ
ウ
レ
ウ
シ
ヤ
　
　
　
サ
　
ホ
　
　
ト

梨
摩
蹄
膏
勒
叉
≧
ゝ
薩
婆
薩
埴
薩

ヤ
ヒ
ヤ
ソ
ハ
　
コ

婆
耶
嘩
婆
珂
多

チ
ヤ

婆
私
感
多
姪
他
伊
梨
寮
梨
鞋
首
梨
迦
波
梨
任
鞋
端
膏
施
陀

ニ
　
チ
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
ヒ
ヤ
ソ
ハ
　
コ
　
　
　
セ
ン
セ
　
　
ス
シ
イ
ス
　
　
　
　
シ
　
ス

ウ
　
シ
　
　
メ
ン
　
　
ホ
　
イ
　
　
　
　
シ
ャ
ウ
　
　
　
　
　
イ
シ
ツ
ヒ
ン
　
　
　
ワ
ン

伽
帝
伽
帝
賦
伽
帝
修
　
婆
椰
埠
婆
詞
　
所
宣
説
　
詞
持
此
呪
　
之
所

ヒ
ン
フ
　
　
　
ヘ
ウ
　
　
　
シ
ュ
ン
　
　
　
　
　
キ
ン
　
　
　
シ
ン
　
　
　
シ
　
　
ホ
　
ア
　
　
　
イ
フ
キ
ウ

護
持
　
免
離
怖
畏
　
刀
杖
毒
　
及
与
疾
病
　
無
患
　
平
復
如
　
覆
護
　
重
請
　
悲
蕪
心
　
承
仏
　
而
説
破
悪
業
　
亦
救
一

モ

　

　

　

チ

ヨ

　

ニ

タ

ン

　

　

　

ヲ

　

　

キ

モ

　

　

シ

ホ

ン

サ

リ

ホ

ン

サ

リ

シ

ユ

ヒ

　

チ

　

　

　

ロ

　

　

ス

ニ

キ

ウ

ロ

ウ

レ

ウ

　

　

　

ホ

ン

サ

リ

チ

ヨ

ロ

ウ

レ

ウ

　

　

　

　

　

　

シ

ウ

賦
摸
呼
賦
闘
婆
賦
眈
婆
賦
阿
婆
配
転
呼
脂
分
茶
梨
般
茶
梨
輸
稗
帝
般
茶
囁
婆
私
賦
休
　
楼
　
主
監
分
茶
梨
兜
　
楼
　
ゝ
l
　
梨
周

ニ

　

　

　

　

テ

ウ

フ

ホ

　

　

　

　

　

　

ロ

　

　

ス

　

二

セ

ン

シ

　

　

　

ニ

セ

ン

シ

　

　

サ

ホ

　

ヲ

　

　

ヤ

ケ

ツ

ト

サ

ホ

ケ

ン

　

　

　

　

ヒ

リ

ト

ヒ

　

　

ソ

ハ

コ

　

　

タ

ラ

ウ

楼
　
楼
賦
般
　
梨
豆
音
量
主
　
茶
囁
婆
私
賦
矧
塀
珍
塀
賦
珍
塀
　
薩
婆
阿
婆
耶
掲
多
薩
婆
囁
婆
　
耶
卑
離
陀
閏
殿
婆
珂
　
虎
狼
師

ケ
ウ
キ
ウ
シ
　
ヒ
シ
ス
　
　
　
ネ
ン
　
　
　
ホ
バ
ン
　
　
　
　
　
ヲ
ネ
ン
　
タ
ウ
シ
イ
フ
ン
二
　
　
ワ
ン
　
　
　
セ
　
　
　
シ
ユ
ヲ
　
　
　
　
　
シ
ン
　
　
ス
シ
イ
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
シ
ユ
リ

ロ
　
即
閉
塞
　
不
能
為
　
破
梵
行
　
十
悪
業
　
蕩
除
糞
積
　
還
得
　
設
有
　
濁
悪
不
　
善
称
　
詞
持
此
　
即
破
　
冨
棋
由
言

タ
ン
　
　
　
セ
ン
　
　
　
チ
ヤ
　
　
　
　
　
シ
ヤ
　
　
　
ホ
　
ロ
　
　
キ
ヒ
　
シ
　
ス
ナ
ン
ト
リ
　
　
　
　
　
ル
　
こ
モ
ハ
キ
ウ
リ
モ
　
　
リ
チ
ヨ
ヒ
リ
　
　
　
イ
カ
ウ
　
　
　
　
ホ
フ
チ

檀
陀
苫
檀
陀
誓
底
耶
婆
　
耶
除
婆
陀
頗
羅
賦
祇
枇
質
雌
難
多
誓
婆
　
阿
慮
祢
薄
場
景
具
鳩
隷
兜
批
隷
婆
　
巳
告
阿
　
四
部
弟
子

カ
ウ
ヒ
ン
　
　
シ
イ
ツ
ウ
ス
　
　
　
　
　
ク
ワ
ウ
ヤ
　
　
　
ミ
イ
シ
　
　
キ
ン

名
号
井
受
持
読
諦
　
行
境
野
　
迷
失
道
径

シ
イ
　
　
　
二
ヤ
ン
　
　
ス
ン
シ
イ
　
　
　
シ
イ
キ
ウ
ス
　
　
　
ト
ン
シ

持
戒
　
念
定
捻
持
　
皆
悉
貝
足
　
願
断
除
三

ケ
ン
　
　
　
ス
イ
ル
イ
　
　
　
キ
ユ
ン
シ
ュ
ン
　
　
　
ネ
ン
ス
リ
ヤ

六
根
　
諸
罪
累
　
障
厚
　
重
　
不
能
自
利

イ
ン
　
　
メ
イ
　
　
イ
タ
ン
　
　
ク
イ
キ
ン
　
　
　
カ
イ
　
　
　
フ
ン
　
　
サ
ウ

キ
ン
　
　
　
　
　
ク
ワ

悲
轟
心
　
化
為
人

ク
イ
　
　
キ
　
　
キ
ミ
ン

慨
悔
　
層
首
坂
命

シ
ン
ス
　
ケ
サ
ソ
　
　
　
シ
ン
ヤ

深
自
慰
責
　
賢
聖

ス
　
　
　
　
シ
テ
ウ
　
　
ヨ
ウ

シ
ャ
ウ
　
　
シ
　
キ
　
　
ル
　
　
　
　
ニ
ン
ヨ
ン
　
　
　
　
ワ
ウ
ワ
イ
　
　
　
　
　
　
イ

像
　
　
示
其
道
路
　
安
　
隠
　
　
至
　
獲
　
大
　
無
余

へ
ウ
　
ケ
ン
　
　
　
シ
ャ
ウ
　
　
　
イ
　
　
　
シ
ン
リ
ン
ク
ソ
　
　
ト
ン

懸
覆
護
顕
現
道
場
　
等
為
法
　
沈
漁
苦
趣
　
但
以

形
　
内
無
意
限
　
外
近
悪
　
開
放
逸
門

シ
ュ
ン
　
　
　
キ
ン
　
　
　
シ
ウ
　
　
ト
　
　
キ
　
　
　
　
イ
　
二

重
戒
　
軽
重
偏
衆
　
多
有
毀
犯
　
遠
道
十

サ
ウ
　
ケ
ン
　
ワ
ン
テ
　
　
　
　
ク
キ
ン
ル
ウ
　
　
　
　
　
ウ
ハ

蔵
戒
根
　
還
得
如
　
故
興
隆
三
　
起
護
法

シ
　
　
　
　
シ
ユ
シ
ウ
　
　
　
シ
ヤ
ウ
ス
シ
　
　
　
　
ク
　
ツ

造
生
死
業
　
枝
候
花
葉

タ
ト
ヲ
　
ヒ
　
　
　
　
こ
ウ
シ
ュ
ン

当
堕
阿
鼻
　
地
獄
　
中

ウ
ハ
　
　
　
　
　
ス
ハ
セ
ツ

越
護
戒
　
起
四
摂
心

イ
ン
シ
ン
　
　
セ
ツ
　
　
　
　
シ
ン

ヒ
ヤ

及
未
来

ウ
ユ
ウ

十
五
有

ウ
イ

輪
廻
六

ス
バ
シ
ン

起
慈
忍
心

ル
ケ
ン
　
　
　
　
ツ
　
ス
　
　
　
　
　
ル
ウ
リ
ウ
　
　
ス
　
ス

業
六
根
　
三
毒
自
有
　
来
流
浪
　
虞
≧
受

リ
ン
ワ
ン
　
　
シ
　
　
シ
ャ
ウ
ス
　
　
キ
ウ
　
ニ
ウ
　
　
　
バ
ン

輪
環
無
際
　
相
続
無
窮
　
偶
得
　
犯
諸

イ
ト
キ
　
　
　
　
ヤ
　
　
シ
ヤ
ウ
シ
ン
　
　
　
　
　
カ
ン
ヘ
ウ

来
際
　
得
修
習
　
生
常
　
虞
　
備
国
七
　
障
永
除
　
絶
三
　
成
無

キ
ク
ウ

虞
空
有
　
有

無
解
脱
期
　
厳
浄
道
場

カ
ン
パ
ン
　
　
イ
　
　
　
　
ス
イ

不
更
犯
　
巳
犯
之
罪

へ
ウ
ヘ
ン
　
　
　
キ
ウ
　
　
　
シ
ユ

辺
　
　
無
極
　
海
中

誠
心
　
不
敢
覆

イ
ヤ
　
　
　
キ
エ
ツ
ハ

与
法
　
倶
同
俄

悔
卦
願

東
寺
蔵
の
室
町
時
代
写
本
の
振
仮
名
は
以
上
で
あ
る
が
、
中
に
所
々
江
戸
版
本
と
異
な
る
部
分
が
有
る
。
例
え
ば
次
の
様
な
部
分
で
あ
る
。

右
側
が
本
書
。

ヲ
ツ
ス
　
　
　
　
　
シ
ュ
ン
　
　
　
　
シ
ウ
　
　
セ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
　
シ
　
　
ケ
ウ
シ
　
ヒ
シ
ス

或
虞
畜
生
　
中
　
手
出
香
色
乳
　
楊
枝
浄
水
　
口
即
閏
塞
…
…

ヲ

シ

シ

ユ

サ

ヌ

シ

ユ

ヌ

シ

ユ

ジ

ユ

キ

ヤ

シ

ニ

ウ

イ

ヤ

ウ

シ

ジ

ヌ

ス

イ

ケ

ウ

ス

ビ

ス

右
の
様
な
違
い
の
理
由
に
つ
い
て
は
一
々
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
有
る
が
、
と
も
か
く
も
右
の
様
な
差
を
有
し
て
い
る
部
分



が
存
す
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
こ
の
種
の
資
料
の
版
本
の
問
題
点
の
一
面
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
こ
の
種
の
清
規
類
の
古
写
本
の
発
見
は
十
分
期
待
出
来
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
を
同
時
に
活
用
し
な
が
ら
、
量
的
に
優
れ

て
い
る
清
規
類
の
版
本
は
大
い
に
活
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

三
、
「
小
叢
林
略
清
規
」
に
つ
い
て

（
注
3
）

「
小
筆
林
略
清
規
」
三
巻
は
、
臨
済
宗
花
園
妙
心
寺
の
龍
華
院
の
第
二
世
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）
の
撰
述
で
あ
る
。
道
忠
は
江

戸
時
代
の
禅
宗
を
代
表
す
る
学
僧
で
あ
り
著
書
も
多
数
残
し
て
い
る
。
撰
述
時
は
序
文
に
有
る
如
く
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
十
三
歳
の
時

で
あ
る
。
序
文
中
に
「
適
会
三
法
兄
董
二
周
之
衆
福
】
発
執
之
目
視
レ
余
造
二
小
清
規
豆
謂
巨
章
席
之
礼
楽
牛
刀
耳
央
割
レ
難
者
採
レ
之
則
未
レ
識
レ

所
二
以
下
下
手
也
…
…
遂
折
二
衷
小
利
所
レ
宜
レ
行
軍
名
目
二
小
叢
林
略
清
挙
」
と
有
っ
て
、
道
々
某
法
兄
が
周
防
国
の
東
福
寺
に
住
職
と
し
て

赴
任
す
る
際
に
顧
わ
れ
て
、
地
方
の
小
利
に
向
く
様
に
本
山
の
清
規
を
折
衷
し
て
簡
便
な
清
規
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

扮
、
以
下
に
影
印
す
る
版
本
は
、
青
地
表
紙
袋
綴
装
（
縦
二
六
・
〇
糎
、
横
一
六
・
五
糎
）
、
外
題
は
「
小
叢
林
暑
清
規
　
全
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
。
内
題
は
無
く
第
一
丁
表
よ
り
直
ち
に
序
文
が
始
ま
っ
て
い
る
。
序
文
の
末
に
「
貞
享
改
元
甲
子
膿
月
書
干
洛
西
照
氷
之
室
」
と
有

（
注
4
）

り
、
そ
の
後
に
「
徒
忠
」
「
無
著
」
の
二
箇
の
方
印
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
「
目
次
」
が
七
丁
、
「
例
言
」
二
丁
有
っ
て
、
次
下

に
巻
上
（
全
十
八
丁
）
、
巻
中
（
五
十
五
丁
）
、
巻
下
（
「
廻
向
」
二
十
七
丁
、
「
図
式
」
二
十
三
丁
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
刊
記
は
何
処
に
も
見
出

さ
れ
な
い
。
巻
末
に
あ
た
る
巻
下
「
図
式
」
の
二
十
三
丁
裏
の
余
白
に
墨
書
に
て
「
詣
養
徳
蔵
書
／
明
治
三
庚
午
立
秋
日
大
将
軍
／
本
屋
某

ヨ
リ
保
銭
十
穴
ニ
テ
求
之
」
と
い
う
書
入
れ
が
有
る
。

宋
音
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
為
に
、
宋
音
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
部
分
の
み
を
中
心
に
影
印
に
付
し
た
。
即
ち
、
序
文
、

巻
中
一
丁
裏
～
二
丁
表
、
巻
中
五
丁
裏
、
巻
中
八
丁
裏
～
九
丁
表
、
巻
下
一
丁
表
～
二
十
七
丁
裏
、
で
あ
る
。
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一
九
六

な
お
本
書
に
は
、
付
刻
さ
れ
た
原
本
の
仮
名
以
外
に
、
僅
か
な
が
ら
墨
書
の
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
示
し
て
お

く
。
併
せ
て
付
刻
仮
名
の
不
鮮
明
な
も
の
や
虫
損
し
た
も
の
を
示
し
て
お
く
。

カ

　

　

　

　

　

　

　

ミ

墨
書
仮
名
‥
迦
（
下
三
オ
5
）
、
禰
（
下
三
オ
6
）
、

セ

9
）
、
省
（
下
三
ウ
9
）
、
順
ン
（
下
五
ウ
6
）
、

ポ菩
（
下
三
ウ
5
）
、

シ
ヤ
ウ

昭
　
（
下
五
ウ
6
）
、

ソ狙
ン仁

ザ
イ

（
下
三
ウ
5
）
、
済
　
（
下
三
ウ
8
）
、

イ

（
下
五
ウ
6
）
、
列
（
下
五
ウ
7
）
、

ケ

ツ

　

　

　

　

　

　

ス

穴
　
（
下
三
ウ
9
）
、
首
（
下
三
ウ

ケ

ン

　

　

　

　

　

ム

顆
　
（
下
五
ウ
8
）
、
没
（
下
十
九

ウ
2
）

シ

　

ス

不
鮮
明
仮
名
‥
施
－
主
（
中
一
ウ
9
）
、

シ
イ
　
ス

替
－
資

シ
ユ

カ
ノ
イ
　
イ

シ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン

（
中
九
オ
1
）
、
海
－
衆
　
（
下
一
ウ
2
）
、
第
⊥

モ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ン
　
シ
イ

（
下
二
オ
7
）

ズ
ン
　
ジ
ユ

シ

ン

シ

ウ

　

　

　

　

　

ア

イ

清
－
衆
　
（
下
四
ウ
2
）
、
解
－

フ
　
ゲ
ン

制
（
下
四
ウ
6
）
、
方
－
隅
（
下
六
オ
3
）
、
願
－
望
（
下
六
オ
4
）
、
臨
－
済
（
下
六
ウ
1
）
、

イ
　
サ
ウ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
タ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ウ
　
シ

増
⊥
等
（
下
八
オ
8
）
、
伏
⊥
麒
（
下
ハ
ウ
9
）
、

ホ

　

ヤ

於
－
愴
海
　
（
下
九
ウ
6
）
、
「
部
（
下
十
ウ
9
）
、
祈
－
祷
　
（
下
十
一
ウ
4
）
、
種
－
智
（
下
十
二
オ
1
）
、
北
－
野
（
下
十
三
オ
4
）
、

ポ
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
キ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
　
モ

（
下
十
四
ウ
1
）
、
罰
－
悪
（
中
十
四
ウ
1
）
、
虜
－
備
（
下
十
五
ウ
2
）
、
所
－
鳩
　
（
下
十
九
オ
2
）
、
出
－
没
（
下
十
九
ウ
2
）

イ
ン
　
ヤ
ウ

陰
－
陽

以
上

（
注
1
）
‥
呉
音
・
漢
音
・
新
漢
音
に
つ
い
て
の
読
詞
資
料
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
日
本
漠
字
音
の
歴
史
」
　
（
昭
和
六
一
年
）
　
に
お
い
て
少
し
く
言

及
し
て
い
る
。

（
注
2
）
‥
「
唐
音
小
考
」
　
（
「
佐
伯
梅
友
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
」
　
（
昭
和
五
一
年
）
）
参
照
。

（
注
3
）
‥
無
著
道
忠
に
つ
い
て
は
、
飯
田
利
行
博
士
に
「
学
聖
無
著
道
忠
」
と
い
う
専
書
が
有
る
　
（
但
し
筆
者
未
見
）
。
そ
の
他
禅
宗
の
概
説
書
に
も
必

ず
言
及
さ
れ
て
あ
り
、
全
て
そ
れ
等
に
ゆ
ず
る
。

（
注
4
）
‥
有
坂
博
士
前
引
論
文
で
使
用
さ
れ
た
刊
本
に
は
、
こ
の
部
分
に
「
龍
華
蔵
版
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
本
書
と
は
版
が
違
う
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
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